
 

令和６年度　指定管理者制度導入施設の管理運営状況に関する評価調書 

（評価対象期間：令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 
 
 

 
 
第１　施設概要及び指定管理者 

 

１　施設概要 

 

 

２　指定管理者 

 
 

 所管部署 福祉部高齢福祉課

 名　　称 老人デイサービスセンターあかつか

 所 在 地 水戸市赤塚１丁目１番地

 設置根拠 水戸市老人デイサービスセンター条例

 
設置目的

　在宅の虚弱老人の福祉の増進を図るため，入浴，食事等の介護，機能訓練等の

便宜を供与することを目的とする。

 施設内容 通所型介護施設

 利用料金制 ■有　　　　□無

 選定方法 非公募

 名　　称 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会

 構 成 員 ‐

 所 在 地 水戸市赤塚１丁目１番地

 指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月 31 日

 

業務内容

(1)センターの維持管理に関すること。 

(2)通所介護に関すること。 

(3)通所介護を受ける権利を有しない在宅の虚弱老人に対して行う通所介護に準じ

た事業に関すること。 

(4)センターの利用の許可に関すること。 

(5)センターの利用に係る料金の徴収に関すること。 

(6) その他，市長がセンターの管理上必要があると認めること。

 

その他

〔これまでの指定管理者〕 

　社会福祉法人水戸市社会福祉協議会（非公募） 

　平成 18年４月１日～令和３年３月 31日（３期 15 年間）



第２　評価結果 

 

　指定管理者による管理運営状況の評価は，施設の維持管理等の業務について仕様書等に定めら

れた要求水準を満たしているかどうか（業務の要求水準達成度に関する評価），提供されるサービ

ス等について利用者の満足を得られているかどうか（利用者の満足度に関する評価）の２つの観

点から行い，要求水準を達成している場合は「適正」，不十分であり改善が必要な場合は「要改善」

の判定を行っています。また，２つの観点からの評価を総合した総括評価については，簡明さ等

の便宜上，５段階による判定を行っています。 

本評価の実施目的は，指定管理者自らがその結果等の検証を通して，課題や問題点を把握し，

主体的に改善に取り組むことにより，施設運営の適正化を図ることにあります。そのため，「要改

善」とされた事項がある場合には，施設所管課の指導・監督の下，計画的に改善を図っていくも

のとします。 

　なお，評価において「要改善」とされた事項については，その具体的な指摘の内容，指定管理

者による改善に向けた取組方針，状況等を下記の「第３　要改善事項に関する指定管理者の取組

状況」に記載してあります。 

 

 

１　業務の要求水準達成度に関する評価 

 

 
評価項目　及び　評価の主な視点

所管課の評価

 適正 要改善

 (1) 管理業務の実施状況に関する評価

 ア　センターの維持管理に関すること

○  ・センターの管理を適切に行っているか。 

 イ　事業の運営に関すること

○  ・通所介護事業を適切に行っているか。 

・共生型福祉事業を適切に行っているか。

 ウ　センターの利用の許可に関すること

〇  ・センターの利用許可を適切に行っているか。 

※施設の利用者数については，別紙１「利用状況について」を参照。

 エ　センターの利用に係る料金の徴収に関すること

○  ・センターの利用料金の徴収を適切に行っているか。 



 
 

 オ　その他

〇

 ・利用者ニーズの把握に努めているか。 

・情報発信を適切に行っているか。 

・個人情報保護等の取組を適切に実施しているか。 

・仕様書に基づき，市への業務報告を適切に実施しているか。 

・トラブルや苦情への対応を適切に行っているか。 

・災害への備えなど危機管理への取組を適切に実施しているか。 

・市の推進する施策等に機動的に協力することができているか。

 (2) 管理運営体制の継続性，安定性に関する評価

 ア　組織，職員配置に関すること

○

 ・管理運営に必要な組織を設置し，有資格者を含め，職員を適正に配置し

ているか（運営組織及び職員配置の状況については，別紙２「施設の運営

組織及び職員配置」を参照※添付省略）。 

・職務遂行能力の向上に必要な職員研修を適切に実施しているか。

 イ　財務事務の処理に関すること

〇

 ・第三者への業務委託等に係る契約事務を適切に執行しているか。 

・経理事務を適切に執行しているか（帳簿の整理，支払証拠書類等の保管

等）。 
・物品の管理を適切に実施しているか。

 ウ　事業収支に関すること

○

 ・収支決算は収支計画書の内容と大きな隔たりが生じていないか（収支決

算の状況については，別紙３「収支報告書」を参照）。 
・過大な支出や事業目的に合致しない支出が含まれていないか。 

・経費の削減に取り組んでいるか。

 (3) サービス向上の取組に関する評価

 ア　利用率及び利便性に関すること

○  ・利用率及び利便性の向上は図られたか。 

 イ　提案事業に関すること

〇  ・提案事業は利用者のニーズに合うよう工夫しているか。 

・提案事業の内容はサービス向上に寄与しているか。



２　利用者の満足度に関する評価 

 
 

 
評価項目　及び　評価の主な視点

所管課の評価

 適正 要改善

 (1) 利用者アンケートに関する評価

 ア 利用者アンケートの結果に関すること。

○

 ・令和６年度の利用者アンケートの結果，職員の応対など５項目につい

て，おおむね利用者の満足が得られているか（アンケートの調査結果につ

いては，別紙４「老人デイサービスセンターあかつか利用者アンケート結

果」を参照※添付省略）。 

【判断基準】 

「とても良い」及び「良い」の割合が５０％以上，かつ「悪い」及び「と

ても悪い」の割合が１０％以下 

【アンケートにおける調査項目】 

　〇施設の整理，清掃状況は，おおむね利用者の満足を得られているか。 

　〇職員の応対は，おおむね利用者の満足を得られているか。 

　〇イベントやサービスは，おおむね利用者の満足を得られているか。 

　〇施設内の案内表示は，おおむね利用者の満足を得られているか。 

　〇施設は，おおむね利用者の満足を得られているか。

 イ　利用者アンケート結果の活用状況に関すること。

－ －  ・前年度の利用者アンケートの結果において，利用者から改善を求められ

た事項について，改善を図るなど適切に対応しているか。



３　総括評価 

 

 

 評価 所見

 

Ａ

・管理業務の実施状況に関することや管理運営体制の継続性，安定性に関するこ

とについて，仕様書に定められた要求水準を満たしており，適正に運営されてい

た。 
・指定管理者が提案したサービスの向上に資する事業については，提案事業など

は計画書どおり実施されているが，アンケートなどによる利用者のニーズの把握

をしていなかった。 
・提供されるサービス等について利用者の満足を得られているかどうかについ

ては，職員の対応など５項目のいずれについても，利用者の満足を得られている

結果であった。 
・上記のとおり，指定管理者が提案したサービス向上の取組について改善を要す

る点があったものの，センターの管理業務については，おおむね適正に行われて

いるため，総合評価は「Ａ」とする。



＜評価基準＞ 

※　業務の要求水準達成度のうち，(3)サービス向上の取組に関する評価を除く。 

 
【参考：総括評価判断フロー】 

全て適正 全て適正 適正

提案なし又は要改善
要改善を含む 要改善を含む

全て適正 全て適正

提案なし又は要改善
要改善を含む

評価対象外

業務の要求水準達成度
に関する評価
※（3）を除く

利用者の満足度
に関する評価

（業務の要求水準達成度のうち）

（3）サービス向上の取組
に関する評価

利用者の満足度
に関する評価

（業務の要求水準達成度のうち）

（3）サービス向上の取組
に関する評価

（業務の要求水準達成度のうち）

（3）サービス向上の取組
に関する評価

C

A+

A

B+

B

 

評価
業務の要求水準達成度に

関する評価※

利用者の満足度に関する

評価

業務の要求水準達成度の

うち，(3)サービス向上の

取組に関する評価

 

 Ａ＋

全ての項目が「適正」であ

る場合 

全ての項目が「適正」であ

る場合 

「適正」である場合

 

Ａ 〃 〃

「要改善」である場合，又

は，提案による取組がない

場合

 

 Ｂ＋

業務の要求水準達成度，利用者の満足度のいずれか一方

に「要改善」がある場合 

「適正」である場合

 

Ｂ 〃

「要改善」である場合，又

は，提案による取組がない

場合

 

Ｃ

「要改善」がある場合 

 

「要改善」がある場合 評価対象外



第３　要改善事項に関する指定管理者の取組状況 

 

　本年度の評価において，要改善の判定を受けた事項に関して，その改善に向けた指定管理者の

取組方針等を記載しています。 

　なお，区分の欄中，「新規」の記載がある事項は，本年度の評価で新たに要改善とされた事項で

あり，「継続」の記載がある事項は，昨年度以前の評価においても指摘がなされていたが，改善が

図られず，今年度の評価においても同様の指摘を受けた事項となります。 

 

 

 

【参考】 

前年度の評価において，要改善事項とされたもののうち，指定管理者において改善等を図った

事項を記載してあります。 

 
区分

要改善事項 改善に向けた指定管理者

の取組方針等  評価項目 指摘の内容

 継続 １‐(3)‐イ 

提案事業に関する

こと 

アンケート等により利用者のニ

ーズ，評価を把握する必要がある。

施設廃止のため取組方針

等はなし

 要改善事項
改善等の状況

 評価項目 指摘の内容

 １‐(1)‐ウ 

センターの利用の許可

に関すること

センターの利用者数は目標利用者

数１日平均 13人を上回っておらず，利

用者を増やす必要がある。 

施設廃止に伴い，利用促進は

しないこととした。



別紙　１

1　水戸市老人デイサービスセンターあかつか一日平均利用者数
（単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 1日平均

令和６年度 12.2 12.3 11.7 11.3 10.3 11.2 10.1 9.4 8.5 6.3 6.8 3.9 9.5 
令和５年度 12.2 12.3 12 12.4 11.9 12 10.8 12.2 13 13.5 13.2 12.5 12.3 
増減率(％) 0.0% 0.0% -2.5% -8.9% -13.4% -6.7% -6.5% -23.0% -34.6% -53.3% -48.5% -68.8% -22.8%

増減要因

(参考）令和４年度以前の状況
※現指定管理者の指定期間は，令和３年度から令和７年度までの５年間である。
※令和４年度の指定管理者は，水戸市社会福祉協議会である。

（単位：人）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 1日平均

令和４年度 15 14.2 14.1 14.6 13.1 12.9 14.5 14 13.8 11.6 10.5 10.4 13.2 

・施設廃止にあたり，利用促進を行わなかったため減少している。

水戸市老人デイサービスセンターあかつかの利用状況について

【設定した数値目標】
年度末の施設廃止に当たり，利用促進は行わないこととしたため評価対象外とする。

　

【目標設定の考え方】

－



別紙　３

第１　管理業務

１　収入の部 （単位：円）

予算額 決算額
比較

（決算－予算）
備考

0 
38,483,000 23,522,646 △ 14,960,354

21,145,000 18,470,071 △ 2,674,929
受入研修費収入
利用者等外給食費収入
拠点区分間繰入金収入

59,628,000 41,992,717 △ 17,635,283

２　支出の部 （単位：円）

予算額 決算額
比較

（予算－決算）
備考

福利厚生費等を含む
小計 43,978,000 33,851,872 10,126,128

〇運営費（人件費を除く）

１ 光熱水費 7,019,000 5,995,992 1,023,008
電気代
ガス代
水道代

２ 通信費 356,000 426,086 △ 70,086
３ 事務用品費 368,000 252,736 115,264
４ 支払手数料 0 86,641 △ 86,641
５ 広告宣伝費 15,000 0 15,000
６ 会議費 3,000 0 3,000
７ 保険料 177,000 146,853 30,147
８ 燃料費 1,745,000 1,248,355 496,645 車両燃料代
９ 賃借料 1,109,000 1,286,342 △ 177,342

10 委託料 974,000 813,622 160,378
業務委託料
保守点検料

11 修繕料 404,000 465,674 △ 61,674
12 租税公課 53,000 52,300 700
13 消費税及び
地方消費税

0

14 雑費 1,579,000 1,209,737 369,263
利用者等外給食費
その他拠点区分間繰入金支出等

15 事業費 1,848,000 1,186,362 661,638 給食費
小計 15,650,000 13,170,700 2,479,300

59,628,000 47,022,572 12,605,428

0 △ 5,029,855

区分

指定管理料
利用料金

その他

収入計（Ａ）

区分

〇人件費

支出計（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）

収支報告書（令和６年度）


